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評価項目 NO． 観　点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1
学校は、今年度の学校経営目標、重点目標に向かって全職員の共通理解と取組
ができている。 8 17 1 0

2 学校は、各担当間の連携と協働体制のもと円滑な校務運営がなされている。 11 15 0 0

3 学校は、施設・設備面において安全・清潔で学習環境は整っている。 6 13 5 2

4 学校は、危機管理や安全管理等のマニュアル等が整備されている。 7 17 2 0

5 先生方は、ＩＣＴ活用等の授業改善に努め、わかりやすい授業への工夫をしている。 14 12 0 0

6 先生方は、適切な授業内容で生徒に必要とされる基礎学力を定着させている。 10 16 0 0

7
学校は、生徒指導方針について生徒の実態を踏まえ全職員が協力して指導してい
る。 11 15 0 0

8 先生方は、生徒との対話を通し、粘り強く声掛け指導を行っている。 15 11 0 0

9 先生方は、体罰や過度な叱責等を行っていない。 19 7 0 0

10 学校は、キャリア教育を通して、生徒の自己実現に向けた指導を行っている。 14 12 0 0

11 先生方は、進路に関する情報を適切に提供し、進路相談に対応している。 17 9 0 0

12 学校は、希望進路に応じた取組（講座・小論文指導・面接指導等）を行っている。 15 11 0 0

13
学校は、ホームルーム活動や生徒会活動等を通して生徒同士の良好な人間関係
を築いている。 14 12 0 0

14
学校は、学校行事（各種講演会等含む）を通して生徒の健全育成に取り組んでい
る。 18 8 0 0

15 学校は、健康診断等を実施し、生徒の健康管理に取り組んでいる。 20 6 0 0

16 先生方は、生徒理解に努めており、悩みごとなど相談しやすい環境を作っている。 16 10 0 0

17 学校は、いじめ等に対して組織的に対応する体制が整備されている。 17 9 0 0

18 学校は、ホームページや報道等を利用し、保護者や地域に情報を発信している。 15 10 1 0

19 学校は、地域（ＰＴＡ・村・各区等）と連携した教育活動を行っている。 14 12 0 0

20 先生方は、同僚・管理者との良好な人間関係の構築ができている。 9 16 1 0

21 学校は、個人の裁量（ゆとり）ある時間の確保ができている。 5 12 6 3

22 先生方は、一人一人の生徒との信頼関係を深めることができている。 13 13 0 0

23 学校は、より専門性を発揮するための研修や教材研究等が充実している。 9 15 2 0

24 学校は、心身の健康の確保と安全・快適な職場環境の形成ができている。 9 17 0 0

● 回答率100％に満たなかったのが残念な結果となったが、76％という数値を残せたのはまずまずの結果と

なった。

● 肯定的回答（９６％）が多いものの、BがAを上回っている項目が多いのには気になる。その中で、BがAを

上回っている項目はNO.１・２・４・６・７・２０・２１・２３・２４なかでも、職場環境の項目では、５問中、４項目が上回

っている。特に、NO.21では、否定的な回答が９名（３３％）となっていて職員に「ゆとり」がないことが示さ

れている。

● 学校運営の項目NO.３では７名（２６％）の職員が否定的な回答をしている。これは、クーラーや非常用放送設備

の老朽化によって、不便を強いられ、毎日教室移動を余儀なくされたためだと考えられる。

現在は、工事も終了し、復旧している。
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評価方法：（Ａ：そう思う　Ｂ：だいたいそう思う　Ｃ：あまりそう思わない　Ｄ：そう思わない）

学校運営

学習活動

生徒指導

令和6年度学校評価アンケート調査（職員用）

回答率　76％（26/34）

単位：人数


